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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１
♠ AJ10６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２♦のＯＣに対して、最初パスしているＮは３♥のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎか３♦のＣｕｅ-ｂｉｄかはパートナーとの
♥ A10６４ P　　 P　　1♥　　2♦ 約束で異なる。これに対してＳは３♥で納めるか４♥をビッドするかは微妙となる。
♦ J５ 3♦　 P　　4♥　　ｅｎｄ ４♥/Ｓ　　ＯＬ：♦Ｋ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから考えて、♥Ｑを出して♥Ｋをフィネスしながら♥を２巡で刈りきれると
♣ ７３ 　（3♥） しても、ウイナ－は♠１♥５♦１と♦ラフ２の９個で、あと♣で１個取れるか？♥を２巡集めた後、♦Ｊを出して

♠ ８５ ♠ KQ９７３ 　（ 3♥　P　　4♥（P）ｅｎｄ） Ｗの♦Ｑに負ける。Ｗが♦１０を出すとダミ－でラフし、♠Ａを取り、♠Ｊを引いてハンドでラフすると残りの
♥ K２ N ♥ ８７ ハンドは次の様な型になっている。ここでハンドから４枚目の♦８を出し、ダミ－から♣３を捨ててＷに
♦ KQ10９４ W X E ♦ ６３ ♠ 10６２ 勝たせる！（Ｔｈｒｏｗ-ｉｎ）。Ｗが♦４を出せばダミ－から♣７を捨て、ハンドから♣５を捨てる（Ｌｏｓｅｒ-
♣ AQ９６ S ♣ 10８４２ Ｎ ♥ ６ ｏｎ-ｌｏｓｅｒ）。次にＷが♣の何を出しても残り４個取れて４メイクになる。Ｗが♦４を出さずに

♠ ４ ♦ － ♣を出してもあと１個負けるだけで済み、４メイクになる。これが成功するのはＷのハンドが
♥ QJ９５３ ♠ － ♣ ７３ ♠ K９７ ♦♣が５－４が条件である。Ｗの♣が３枚（♠３枚）でも成功させるには、ＯＬの♦Ｋに勝たせ、
♦ A８７２ Ｗ ♥ － Ｅ ♥ － ２巡目に♦Ａで勝ち、♥を集めた後、♠と♦を２回づつラフする（Ｗから♠を無くするため）ことが
♣ KＪ５ ♦ ９４ ♠ － ♦ － 必要。ＷがＯＣしているので♣Ａを持っているとして、♣ＱはＥにあることを期待してダミ－から

♣ AQ９６ ♥ Ｊ９ ♣ 10８４ ♣を引いてハンドから♣Ｊを出してＷから♣Ａが出て♣Ｋが取れることに賭けるのが普通だが、
Ｓ ♦ ８ 上記の様なＷへのスローイン・プレ－もある。

♣ KJ５
Ｎｏ．２

♠ K５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♠にＷが２♥ＯＣして、ＮとＥがパスする。Ｖｕｌながら♠♣が５－５ス－ツの強いハンドのＳは３♣を
♥ ６４２ 　 P　　1♠　　2♥ ビッドし、Ｎが３♠にブリファ－する。
♦ 10８６４ P　　 P　　3♣　P（3♥） ３－４♠／Ｓ　　ＯＬ：♥Ｋ　　次に♥Ａがリードされたのでハンドでラフする。
♣ J９５ 3♠　 P　P（4♠）　ｅｎｄ ウイナ－は♣Ａに負けても♣４♦１と♠５ある。またルーザ－も♥１♦１♣１で４メイクは確実と見える。

♠ ９ ♠ １０８７４ しかし、♠Ｋ♠Ａと♠を２回集めると４－１の分かれが判明する。♠を全部集めると、♣Ａに負けた時、
♥ AK10９５３ N ♥ Q８７ ♥を攻撃されるとストッパーがなく、ダウン必至になる。　ここではＥとＤｅｃｌａｒｅｒの♠が同数の２枚残っているが、♠を続けずに、次は
♦ Q９７３ W │ E ♦ KJ２ ♣Ｋを出し♣Ａに負けに行くことが大切である。♣Ａで勝ったＷは♥10出して来てもハンドではラフせずに、♦５を捨てる（Ｌｏｓｅｒ-ｏｎ-
♣ A２ S ♣ ８７４ ｌｏｓｅｒ）のが良いプレーとなり４メイク出来る。若し、ここで♥をハンドでラフするとＥの♠がＤｅｃｌａｒｅｒより長くなり、♠と♦でルーザ－が

♠ AQJ６３ 出て３メイクしか出来ない。　なお、♠を３回集めてから♣Ａに負けに行くと、Ｗが３巡目の♥１０を出しくる。これをラフせず（♦５を捨、
♥ J てる）、♥１０に勝せた時にＷが更に♥９を続けてくると３メイクしか出来ない。♠を２回しか集めていない場合は♥の４巡目はダミ－の
♦ A５ ♠５でラフ出来る（ＥがオーバーラフすればＳでもラフする）ので４メイク。
♣ KQ10６３ ３♥/Ｗ 　ＯＬ：　♠Ｋ 　♠５を続けてもＤｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ、♥を集めて♦Ａを追い出せば３メイクは確実。Ｎが♦１０を残さないと

４メイクになることもある。

Ｎｏ．３
♠ ６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♠に対して、Ｗはパスハンド（９ｈｃｐ）なので１ＮＴのレスポンスより、２♠のレイズが良い。
♥ Q10８３   P　　　P　 Ｅは３♠にレイズし、Ｗで４♠をビッドする。
♦ ９７５２ P　　1♠　　 P　 　2♠ ４♠/Ｅ　　　ＯＬ：♥Ｋ　続いて♥Ａ、♥６が出された。プレ－方針は？　♠３－２（６３％）の分かれなら、
♣ KＪ４３ P　　3♠　 　P　 　4♠ ♠５♦５♣１勝てて５メイクは固いが・・・。若し♠が４－１（３１％）の分かれの時ダミ－の♦を取るための

♠ 10７５ ♠ AKQ８４ ｅｎｄ エントリ－が♦Ａ以外にないのが問題になる！♠Ｊが残った状態では、♦を５個勝つことが出来ない。
♥ ７５４ N ♥ J２ ♠Ｊに負けると♥の４枚目を出される。この対策として♥の３巡目をハンドでラフした後、♠Ａを勝ち、ダミ－
♦ ＡQJ８６ W ─ E ♦ K３ の♠１０に向けて♠８を出すのが安全プレ－。これがＮの♠Ｊに負けて、♥の４巡目が出されても、ダミーでラフ出来る。
♣ Q10 S ♣ A９６５ しかし、♠Ａの後、♠Ｋを取り♠４－１の分かれが判明した時点では、♦の４枚目５枚目を取る手段がなく、♠と♣にルーザ－が出て

♠ J９３２ １～２ダウンになる。ペア－戦なら♠３－２として確率６割の５メイクを狙う（作戦的に）こともあり得るが、チーム戦では安全プレ－
♥ AK９６ が重要となる。
♦ 10４
♣ ８７２

-　2　-
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Ｎｏ．４
♠ QJ８４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ AQＪ10９７４３ P P  P  P
♦ ９ 1♥　 2♦　　2♠　　P 1♥　 2♦　　2♠　　P 1♥　 2♦    2♠      P 4♥　　P　　 ｅｎｄ
♣ ― 3♦　Ｘ（P） 3NT　 P 3♦ 　Ｘ(P)　4♠　ｅｎｄ 4♥　　P　　ｅｎｄ 　（ 3♥　　P　　4♥　ｅｎｄ ）

♠ K ♠ A６３ 4♥　　ｅｎｄ
♥ ８６５２ N ♥ ―
♦ ５４ W ┼ E ♦ AJ10８３２ Ｎのハンドで１♥のオープンか、４♥（３♥？）のＰｒｅｅｍｐｔｉｖｅ Ｏｐｅｎ（右端）かだが、１０ｈｃｐあるので１♥オ－プンが多いかも。
♣ J10７５４３ S ♣ Q８６２ １♥のオープンだとＥが２♦のＯＣをするので、Ｓは取りあえず１♠をビッドする。ＮはＳの１♠のビッドから♠が１ルーザーで済めば

♠ 10９７５２ ４♥は確実なので、直接４♥をビッド（中右）するか、♠３枚以上を示す３♦のＳｕｐｐｏｒｔ Ｃｕｅｂｉｄ (左端、中左）をビッドするか微妙な
♥ K 判断。Ｎの３♦に対して、Ｓは３ＮＴをビッドするか、４♠をビッドするか♠でスラムトライするかも迷う。
♦ KQ７６ 尚、３♥のＰｒｅｅｍｐｔｉｖｅ Ｏｐｅｎに対してＳは３．５クイックトリックあるので４♥にレイズする。
♣ AK９ ４♥/Ｎ　　ＯＬ：♦Ａ　　続いてＷの♦が１枚に期待して、♦８？　　５メイクになる。　ＯＬが♠Ａの時はＷで♠を２回ラフ出来る

ので（Ｗからのリタ－ン♦５）、１ダウンとなるが実際には♠ＡのＯＬは難しい。
４♠/Ｓ　　ＯＬ：♦５　　♦Ａで勝ったＥは♦８をリターンする。この後、Ｗが♠Ｋで勝った時に♥を出せば、１ダウンは必至となる。
ここでＷが♥を攻めなければ４メイクになる。

Ｎｏ．５
♠ ８５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗが１♠でＯＣするとＮはネガティブダブルを掛け、Ｓの２♥に Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ Q８７６４ P　　　P　　1♣　　1♠ Ｎは直ぐ４♥をビッドする。これに対してＷはＥに１トリック期待し P　　　P　　1♣　　Ｘ
♦ AQJ10５ Ｘ　　　P　　2♥　　2♠ て、４♠のサクりファイスをするかも知れないが、これにはダブル 1♥　　P　　2♥　　2♠
♣ J 4♥　　P　　P　　　P （ペナルティ）で対抗する（左）。 4♥　　P　　ｅｎｄ

♠ KQJ６４３２ ♠ 10７ ｅｎｄ （　4♠ Ｗがテイクアウトダブルを掛けると、Ｎは１♥のレスポンスをし、
♥ ― N ♥ A５３２ Ｘ　　ｅｎｄ　） Ｓの２♥レイズに４♥をビッドする（右）。
♦ K６４ W │ E ♦ ９７２ ４♥/Ｓ（Ｎ）　　ＯＬ：♠Ｋ（Ｅのリードなら♠１０）　　♠♥♣に各１ル-ザ-あるので♦をノ-ル-ザにしないと
♣ A10４ S ♣ ７６５３ ４メイクしない。♠Ａで勝ち、♥を集めに行くとＥは ① ♥の２巡目に♥Ａを取り、♥を出すか、② ♥の２巡目でも♥Ａをダックすることが

♠ A９ 考えられる。①の場合は、ハンドの♥Jで勝ち、♥１枚をＥに無残したまま、♣２をダミーの♣Ｊに向けてリ-ドする。Ｗがこれを♣Ａで
♥ KJ10９ 勝ち、♠Ｑ♠Ｊが続けられると、ハンドででラフする（Ｎからは♦５を捨てる）。次に♣Ｋ♣Ｑを勝って（Ｎからは♦を捨てる）、♦を出して
♦ ８３ ♦Ｋのフィネスれば♦がノールーザーとなり、４メイクする。♣Ｊが勝った場合は♠を引いて負けに行くのが良く、♣Ａには負けても
♣ KQ９８２ ４メイクになる。②の場合は、Ｅに♥Ａ♥５に残したまま、♣と♦を上記と同様にプレ-して、♥を出して♥Ａに負けに行き、♥の４枚目を

逆狩りされても良い状態にすることが大切である。結局注意深くプレ-すると４メイクする。
４♠Ｘ/Ｗ　ＮＳは♥を攻撃するので♠６♥１♣１しか勝てず２ダウン（-５００）。

Ｎｏ．６
♠ ８７５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの２♥レイズに対してＮはリビッドで３♥レイズか４♥のゲームビッドするか？？
♥ A10９６  　P　　 1♣　　P このハンドは何れでも４♥／Nになる。
♦ AK５４ 1♥　　P　 　2♥    P ４♥／Ｎ　　　ＯＬ：♣１０　　ダミ－の♣Ａで勝つ。　ウイナ－は♣２♦２と♥Ｑを捕まえて４個としても２個
♣ ４ 4♥　　　ｅｎｄ 不足で♦で１個増やせるがまだ１個不足する。

♠ K９３ ♠ AQJ10２  （  3♥　　P　  4♥ ) ♥Ｑの両ウエイフィネスをドチラにするかも問題でかなり厄介である。♥Ｑに負けること（５０％の確率）
♥ Q８７５ N ♥ ２ を考慮すると♠をダミ－で２回ラフすることを視野に、第２トリックではダミ－から♠６を引いて負ける。
♦ Q２ W ─ E ♦ ９８６３ ♠を勝った方から♣がリードされればダミ－の♣Ｋで勝ち（ハンドからは♠４）、♥Kを取り、♥３を引いてハンドから♥１０を出すとＥが
♣ QJ７５ S ♣ 10９８ ショウアウトする。♥を集めるのを中止し、♦Ａ♦Ｋを取ってから、♣と♠でクロスラフすることで４メイクする。

♠ ６ なお、♥Ｑのフィネスを逆方向にするべく、♥Ａを取り、♥１０を出してＳがショウアウトし、♥４－１の分かれが判明した時は、ダミ－の
♥ KJ４３ ♥Ｋで勝ち、上記と同様に♦Ａ♦Ｋを取ってから、♣と♠でクロスラフすることで４メイク出来る。
♦ J10７ 即ち、最初から♥のフィネスは考えず♥Ａ♥Ｋで♥を２回集め♦Ａ♦Ｋを取って、♣と♠Ｋクロスラフが良い。（♥Ｑのフィネスが成功せず
♣ AK６３２ に３枚目の♥を返されるとウイナ-が１個不足することになる危険をさける）。
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Ｎｏ．７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅのリビットは難しく、２♦は窮余のビッド（４ｔｈス－ツＦｏｒｃｉｎｇ）で他にビッドがない。
♠ 10９６４３ 1♣　　 ３♣はＮＴは避けたいとの意思表示で♣４（３）枚で、♥♦はドチラか５枚で♠ボイドを暗示してしている。
♥ ― P　　 1♥　 　P　　1♠ ４♥／Ｅ　　ＯＬ：ＯＬ：♣２  ｏｒ ♠Ｑ　　♣２→♣６→♣Ｑ→♣Ａ　　♥が３－２か４－１の分かれなら♥５♠２♣３
♦ QJ10９７ P　　 2♦　　 P　　2NT のウイナ－が有り、４メイク確実で♦ＡがＳにあれば５メイクも可能とみえる。
♣ Q10３ P     3♣　　 P　 　3♥ そこでハンドから♥４を出しダミ－の♥Ｋで勝つとＮはショウアウトし、♥５－０のブレイクが判明しプレ－

♠ AK８７ ♠ ― P     4♥　　ｅｎｄ 計画を立て直す。♣３個と♠ＡＫのウイナ－と♥ＡＫＱＪの４個と♠の３巡目のラフの１０個、♣の３巡目が
♥ KJ７ N ♥ AQ６５４ Ｓでラフされた時は♦Ｋのスチールを狙う計画。そこで、♣７を引いて♣Ｋ、♣Ｊを取ると♣が３－３の別れで
♦ K６４ W ┼ E ♦ ８５３２ ４枚目の♣８を続けＳにラフさせると４メイク可能になる。Ｓが♣を４枚持っている時は♣４枚目をダミ－でラフ、♥Ｊ、♠Ａ♠Ｋを勝ち♠を
♣ ９７６ S ♣ AKJ８ 引いてハンドでラフすれば後、♥ＡＱを勝って４メイクする。このプレ－でキーポイントとなっているのは最初の♥をダミ－の♥Ｋで

♠ QJ５２ 勝つことである。最初にハンドの♥Ａで勝った時は厄介である。４メイクは難しく、見通しは暗い。
♥ 10９８３２ ＯＬ：♠Ｑ　　♥が３－２か４－１の分かれなら♥５♠２♣２のウイナ－が有り、♦ＡがＳにあるか♣Ｑのフィネスが効くか♣３－３の別れなら
♦ Ａ ４メイク出来ると考えて、♥Ｋを取るとＮがショウアウトしピンチとなる。♣Ｑのフィネスと♦Ｋのスチールを狙ったプレ－を組み立てる
♣ ５４２ （上述参照；Ｓの♥を１回はラフに使わせても良いと考えて）。４メイクになる。

Ｎｏ．８
♠ A４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの1♥のＯＣにＳは1♠をビッド（♠５枚暗示：４枚ならネガティブダブル）。Ｎは２♦をリビッドし、Ｅは２♥を
♥ ５  P リビッドする。ここでＳはバス、２♠、２ＮＴの中、何をピッドするか？
♦ AJ８６５４２ 1♦　 1♥　　1♠　　P ２ＮＴの時はＮが３ＮＴにレイズするか、３♦をビッドするか微妙な判断となる（♦７枚だが弱く、サイドの
♣ Q４２ 2♦　 2♥　 2NT　　P エントリーが少ないので、３♦が良いかも？）。Ｓの２♠のリビッドにはＮでパスもあり得る。

♠ ８３ ♠ K７５２ 3NT　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ： ♥Ｊ→♥５→♥７→♥Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒとしては♦ＡＫで♦Ｑが落ちない限り、♦で２個しか勝て
♥ J２ N ♥ AK９７６３ （3♦　　P　　P　ｅｎｄ） ないので、Ｍａｊｏｅｒで５個勝つ必要がある。♦Ｋを勝ち、♠Ａを勝ち♠４を引いて♠Ｋを追い出す。♠Ｋで勝った
♦ Q10７３ W X E ♦ ９ Ｅが♥ＡＫを勝って♣ｏｒ♠を出してくれば３メイクになる（♠４♥２♦１♣２）。Ｅが♥を勝たずに♣ｏｒ♠を出して来た
♣ A９７６３ S ♣ ８５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 場合でも３メイクになる。但し、ＯＬの♥をＥが♥Ｋで勝って♣が返された時、Ｗに♣Ａを１度ダックされると、

♠ QJ10９６  P ３メイクは難しくなる。また、♠Ａでダミーに入った早い時点で♦Ａを勝った場合も３メイクは難しい。
♥ Q10８４ 1♦　 1♥　　1♠　　P 攻防共に難しいハンドである。
♦ K 2♦　 2♥　  2♠　　P ３♦/Ｎ　　ＯＬ：　♥Ｋ　続いて♦９　　　 ♠１♥１♦２♣１のルーザーがあり１ダウン。
♣ KJ10 ｅｎｄ ２５テーブルのペアー戦　３ＮＴ/Ｓ　１５Ｔ　３Ｍ/１０Ｔ；　１～２Ｄ　５Ｔ　；　２ＮＴ/Ｓ　２Ｔ；　3Ｄ/Ｎ　２Ｔ

２～３♥/Ｅ　３Ｔ

Ｎｏ．９
♠ ７６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＥのハンドでＷの１♠レスポンスに２♥のリバ-スビッドも考えられるが、これに対するＳのリビッドで可能性
♥ J９７ P　　 1♣　  P　　 1♠ が高い、２ＮＴ、３ＮＴが返ってきた時、４♠をビッドするしか方法がなく、自分のハンドを十分示せないので
♦ KJ９６３ P　 4♠（4♦）P　 4NT あまり薦めない。　Ｅでリビッドでは４♦のオープナーのＳｐｒｉｎｔｅｒ ｂｉｄ も考えられる。
♣ 10５ P　　 5♦　　P　　6♠ ５♦はｋｅｙ-ｃａｒｄ ３（０）枚を示す。

♠ AJ10９ ♠ KQ８５ ｅｎｄ ６♠／Ｓ　　ＯＬ：♠２　　ＯＬはハンドの♠９で勝つ。♣Ｑのフィネスが成功しない時はウイナ－は♠４♥２♣４で
♥ K５２ N ♥ A８６３ メイクにはダミ－で２回ラフが必要で、♣Ｑに負けた時ダミ－に♠が残っている必要がある。
♦ Q８４ W ─ E ♦ ― また、ダミ－で３回ラフするプレ－はハンドへのエントリ－問題が生じる。
♣ K８２ S ♣ AJ７４３ 第２トリックでは♣Ｑのフィネスをすることが大切である。♣Ｑで勝ったＥは♠４を返してくるが、ハンドで勝ち、♦４を出して、ダミ－の♠Ｋ

♠ ４３ でラフ、♥Ｋでハンドに戻り♦８を出してダミ－の♠Ｑでラフし、♣Ｋでハンドに入り、最後の♠を集めてから♣を走れば６メイクする。
♥ Q10４ 最初にプレ－順序の緻密な立案が大切である。漠然とプレ－を開始するとエントリ－問題が生じるので注意。
♦ A10７５２ ＯＬが他のス－ツの場合も最初に♣Ｑのフィネスを行い♦をダミ－で２回ラフするプレ－をすること。
♣ Q９６
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Ｎｏ．10 Ｅの1ＮＴのＯＰからＳｔａｙｍａｎを経由して、３ＮＴ/Ｅになる。
♠ AQ10９５３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ＮＴ/Ｅ　　　　ＯＬ：♦８（ｏｒ♦５）　　ハンドの♦Ｋで勝ち、♥Ａ、♥Ｊと出す。Ｓはこれには♥Ｋ
♥ ８７２  1NT　　P　　 2♣ を被せないのが良い。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦Ｑを取り、♦Ｊを出してダミ-の♦Ａでオーパ-テイクして
♦ 10６ P　　 2♦　 　P　  2NT ダミ-から♥を引いて♥Ｋに負けに行く（ＥＷのドチラに入るかは分からない）。♥Ｋで勝った
♣ K８ P    3NT　　ｅｎｄ Ｓは何をリ-ドするか？Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦４♥３のウイナ-が確実で、まだハンドに約５～６ｈｃｐ

♠ K２ ♠ J７４ 持っているハズである。また、Ｅの♦♣は各々４枚あったのでＥに♠Ａがあるとコントラクトは
♥ Q10５４ N ♥ AJ 殆ど落とせないと考えられる。そこでＮに♠ＡＱＸＸＸ（Ｘ）、♣Ａを期待して♠を出す。♠ＡＱは取れるが３枚目が取れず
♦ A９７４ W ┼ E ♦ KQJ３ ３メイクされる。　
♣ ９３２ S ♣ AJ６５ 一方、ビッドからＥの♠は３枚以下であるので、Ｎの♠は４枚以上あることになる（ＥとＳで５枚、Ｗは４枚以下）ので、

♠ ８６ ＯＬとして♠８が有力な候補である。この場合♠８→♠２→♠？　　Ｗは何を出すべきか？♠Ｑで勝ち♠Ａを取り、♠９を
♥ K９６３ リタ-ンして、後で♣Ｋで入ることに賭けますか？　　ここでは♠10を出すのが絶対！　ビッドからＥの♠はＪＸＸの３枚の
♦ ８５２ ハズで、Ｅの♠が２枚あるので、若しＥが♠Ｊで勝った後、ＮＳのドチラに入れても♠を攻撃されて３メイクは出来ない。
♣ Q10７４ ＯＬ♠８におけるＮの注意深い読みが明暗を分ける。最初に♠Ｑで勝つとどうしても３メイクされる。

Ｎｏ．11
♠ 10９７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♠をＮが２♠にレイズし、ＥがパスでＳが３♠にＩｎｖｉｔａｔｉｏｎしても、ハンドの弱いＳは
♥ K10７５４  1♠　　 P パスでそのまま決まる。
♦ ５ 2♠　　P　　3♠　　　P Ｎの２♠にＥが３♦のＯＣで介入した場合は、４♠/Ｓまで競り上がりそうである（左下）。
♣ Q８６３ P　　ｅｎｄ 尚、Ｓが１ＮＴでＯＰした場合はＪａｃｏｂｙ ＴＲ．経由で２♥/Ｓになる。

♠ ５４３ ♠ ８２ ４♠/Ｓ　　ＯＬ：　♦２　　ハンドの♦Aで勝ち、♦をダミーで２回ラフしたとしても、♦１♠５
♥ A３ N ♥ J６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♦ラフ２回で８個のウイナーしかなく、♥で１個勝てるが３メイクしかしない。
♦ J６４２ W X E ♦ KQ10８３  1♠　　 P ♥で１ルーザーに出来れば４メイクするが・・・但し、ＯＬが♥Ａの場合は、♣を勝ち損なうと
♣ K７５４ S ♣ AJ２ 2♠　 3♦　　3♠　　P ５メイクになる。　ＯＬ：　♠３の場合は♦を２回ラフするエントリーがなく、４メイクは難しい。

♠ AKQJ５ 　（ 4♦
♥ Q９８ P（4♠）P　　4♠　）　 ２５Ｔのペアー戦　４♠/Ｎ　８Ｔ　４～５Ｍ　４Ｔ，１～２Ｄ　４Ｔ：　
♦ Ａ９７ 　　３♠/Ｗ　１１Ｔ　　３～５Ｍ　９Ｔ、　１Ｄ　２Ｔ　　他に　２♥/Ｓ　２♠/Ｓ　４♦/Ｅもあり。
♣ 10９

Ｎｏ．12
♠ 10５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１ＮＴのＯＰに対して、強い７枚♠の１１ｈｃｐのＥは６♠の有無を判断する必要がある。
♥ ６５４３ 1NT スラムをビッドするかどうかの判断は、Ｅの責任。
♦ ７３２ P　　 4♥　　P　　　4♠ そこでＴｅｘａｓ TR．の４♥でＷに４♠をビッドさせ、４ＮＴでＫｅｙカードのＡ２枚と♠Ｑがあることを
♣ AQJ８ P　　4NT　　P　　 5♠ 確認し、６♠をビッドする（Ｋｅｙカード１枚の時は５♠で止まれる）。但し、♥が打ち抜きでない

♠ QJ８ ♠ AK９６４３２ P　　6♠　　ｅｎｄ 保証はないが・・・・・。
♥ AKQ10 N ♥ J２ ６♠/Ｗ　　ＯＬ　♣Ａの時のみ６メイク。他のＯＬでは７メイク。
♦ A10８ W │ E ♦ K９６ 実戦ではスラムをビッドしたペアーより、４♠で止まったペアーの方が多かった。♥Ａの確認が出来ないため？
♣ 10６４ S ♣ ７ ２５ペアー中　　４♠　１５Ｐ；　５♠　１Ｐ；　６♠　９Ｐ　　　　尚、ＯＬに♣Ａを選択したのは３人のみであった。

♠ ７
♥ ９８７
♦ QJ５４
♣ K９５３２
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Ｎｏ．13 Ｎの１♣に対してＥが１♥のＯＣをすると、全員がビッドに参加する競り合いになる。Ｓは♠５枚なので
♠ K Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ネガティブダブルでなく、１♠をピッドする。これにはＷは２♥をビッド（ペアーの約束によってはサポート
♥ J５ 1♣　 1♥　　1♠　　2♥ ダブルもあり？）。以後Ｎの３♣、　Ｗの３♥となり、これで決まることもある。しかし、Ｓが４♣と競るとＥＷ
♦ J９５ 3♣　　P　　 P　　 3♥ 側は成り行き上、４♥をビッドすることになりそうである。これに対してもＮＳ側で５♣で競ることも考えられ、
♣ AKQJ９７３ P　　ｅｎｄ これにはダブルがかかることもある。ＢｏｔｈＶＵＬながら両者の思惑が絡み合い、大差の出るボードに

♠ ８５３ ♠ J６４２ なる可能性が高い。
♥ 10９７６ N ♥ AKQ３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：　♣１０　　これをＮがオーバーティクして、♠Ｋを出した時、Ｓが不用意に♠７（１０）を出すと、
♦ AKQ10７ W ┼ E ♦ ８４ 1♣　 1♥　　1♠　　2♥ 次にＮが何を出しても５メイクになる。だが、Ｓが♠Ａでオーバーティク（少し注意すれば、残り♠３枚が
♣ ６ S ♣ ８２ 3♣　　P　　 P　　 3♥ ＮＥにどんな形になっていても損にはなららいことが判る）して、♠Ｑ、♠７を続ければ１ダウンになる。

♠ AQ10９７ P　　　P　　4♣　　 P ５♣/Ｎ　　ＯＬ： ♥Ｋ　　♥Ｑを勝ち、Ｗの絵札は♦にあるとして♦８を出す。Ｗで♦３個勝てるので３ダウンに
♥ ８４ P　　4♥　　P　　 　P なる。　実戦でのＳが４♣に競ることによるＮＳ側の損得勘定は難しい。
♦ ６３２ 5♣ ・・・ ２５テーブルのペアー戦のコントラクトは　５♥/Ｅ　１Ｔ；　５♣Ｘ/Ｎ　３Ｔ；　５♣/Ｎ　７Ｔ；　４♥/ＥＷ　　３Ｔ
♣ 10５４ ４♣/Ｎ　　５Ｔ；　３♥/Ｅ　６Ｔ　であった。　スンナリ３♥をプレーしたのは６Ｔ（いずれも５メイク）のみ。

４-５♣をプレーした大半(１２/１５)はダウンしていたが、４♥は３Ｔ共４-５メイクであった。

Ｎｏ．14 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１ＮＴリビッドにＷのピッドは色々ある。Ｃｈｅｃｋ-ｂａｃｋ-Ｓｔａｙｍａｎ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ K７３ 　1♣　　P　　 1♠ 使用の時は２♣で良いが（左）、不使用の時は♣４枚なので３♣ではなく、 　1♣ 　　P　　 1♠
♥ 10 P　　1NT　 P　 　2♣ ２♥の方が良い（Ｅの♥４枚に備えて）。以後、Ｗが強気なら５♣に到達し、 2♦　　P　　 P　　　Ｘ
♦ A10８６３２ P　   2♦ 　 P　　 3♣ 弱気なら４♣止まり？また、Ｎが２♦のＯＣすることも考えられる（右）。 P　　3♣ 　　3♦ 　 5♣
♣ Q８５ P　　 4♣　　P　　 5♣（P） ５♣／Ｅ　　ＯＬ：♥Ｋ→♥２→♥10→♥Ａ　　Ｎの♥は１枚か２枚？♣Ｑを捕まえｅｎｄ (4♣)

♠ AQJ８５ ♠ 10６  ｅｎｄ ることが出来たとしても♠ＫがＮにあればメイクはかなり厳しい状況である。
♥ ７５４２ N ♥ AJ８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの♠Ｋに負けた時、♥を返されると♥で２ル－ザ－出て５メイクは出来ない。即ち、Ｎの♥が１枚でなけれ
♦ ― W Ｘ E ♦ K９４ 　1♣　　P　　 1♠ ば５メイクは出来ないので、♣を集める前に第２トリックで♠１０を出してフィネスを行う。Ｎが♠Ｋで勝つが
♣ K10９４ S ♣ ＡJ７３２ P　　1NT　 P　 　2♥ ♥を返せないので♠３を返す。ダミ－で勝ち、９枚ス－ツの基本に従って♣Ａ♣Ｋと叩くとＮに♣Ｑが残るが、

♠ ９４２ P　　2NT   P　　 3♣ そのまま♠を出し続けハンドから♥２枚と♦１枚捨てることが出来る（Ｎに何時ラフされても構わない）ので
♥ KQ９６３ P　　 4♣　　P　　 5♣（P） ５メイクする。♠ＫがＮにあればＮの♥１０がシングルトンでなければ５メイクは出来ないと覚悟して、少な
♦ QＪ７５ い可能性（約９％）に賭けることも必要［Ｓに♠ＫＸ（Ｘ）がある場合（約４０％）は５メイクする］。
♣ ６ なお、♣Ｋ♣Ａを取ってから♠のフィネスをするのはＮが♠Ｋを勝って♣Ｑを出すので、♦を２回ラフ出来なくなり１ダウン。♣を集める

前に♠のフィネスを行うことも重要なポイントである。なお、Ｓの♠が２枚の時（ＮがＫＸＸＸの４枚）はＮが一度ダックし、２巡目に勝ち、
♠を返して来た時は♣Ｊでラフすること。これがSに♣Ｑでオーパ－ラフされるのならダウンも仕方なし。

Ｎｏ．15
♠ J９４２
♥ ７６５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Sの１♣ＯＰに対するＷの１♥のＯＣにＮは１♠をビッドしても良いが、ネガティブダブルを掛けるのが良い。
♦ AJ３ 1♣　　1♥ 以後４♠に到達する。
♣ AKJ Ｘ　　P　　 1♠　　P（2♥） ４♠/Ｓ　　　ＯＬ：♥Ｋ　続いてＷから♥Ａ♥Ｑが出された。３巡目の♥をハンドでラフした後のプレ－方針？

♠ K７６５ ♠ ３ 4♠　ｅｎｄ ウイナ－は♣５♦３♠３あるので十分にある。♠Ｋに負けても、あと全部勝てれば良いので、♠Ａを勝ち、
♥ AKQ９４ N ♥ 10８２ ♠Ｑを出して負けに行くのは、♠が３－２の分かれなら問題はないが、４－１の別れ（確率約３１％）の
♦ 10８２ W │ E ♦ ９７６５４ 時に問題が生じる。♠Ｑに素直に♠Ｋを被せずにホ－ルドアップされるとメイクチャンスがなくなる。即ち、続いて♠10を出した時に
♣ ７ S ♣ ８６５３ に♠Ｋで勝ち、♥を出されると対処の方法ない。♠４－１の時は仕方なしとするか？　♠の集め方で最初♠Ｑで負けに行くのが良い。

♠ AQ10８ これがホ―ルドＵＰされると♠１０を続ける。♠１０が♠Ｋで取られ♥が出されても、ハンドの♠Ａが残っていてラフ出来るので４メイク
♥ J３ 出来る。また、♠１０が勝った時は♠Ａを取り、♠Ｋを残したまま♦と♣取りに行けば４メイクは固い。
♦ KQ 簡単にメイク出来そうな時ほど細心の注意を！　トランプのコントロールの有無が差を分ける。
♣ Q10９４２
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Ｎｏ．16 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♠ＯＣにＳで２♥のレイズ（右）か２♠のサポ-トＣｕｅｂｉｄ（左）
♠ ７２  P  P をするかは微妙な判断。ただ♠ＱＪの価値が少ないので、
♥ AK９８６３ 1♥　　1♠    2♠　  P 1♥　　1♠　　2♥   2♠ ２♥をビッドするのが普通？？
♦ A６２ 4♥   ｅｎｄ 3♥　　P　　　4♥    P 何れにしてもＷが♠をビッドすると、♥と♠の争いなるがＶｕｌの
♣ Q５    （3♠） Ｅ-Ｗはに分が悪い。

♠ 10９８ ♠ AK６５４３
♥ Q10 N ♥ ２ ４♥/Ｎ　　ＯＬ：♠Ｋ　　続いて♠Ａを取り、何を出すか？　♥２を出す？？　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ａ♥Ｋと集める。４メイクには♦と♣で１個しか
♦ J10８７３ W ─ E ♦ K 負けられない。それには♦ＫをＷに期待して、♦Ｑが勝てて、♦が３－３の分れで♦の４枚目を勝つことを狙らう。そこで、♦Ａを勝つと
♣ K３２ S ♣ J10７６４ ♦Ｋが落ちてくるので、♦は２個しか勝てなくなり、この狙いでは４メイクは出来ない。そこで、ハンドから♥３を出しダミーの♥７に渡り、

♠ QJ ♣８を出して♣Ｑのスチールを狙う。これが成功して♣Ｑが勝いるようになり、♣Ａの下にハンドの♦を捨てて４メイクする（ルーザー
♥ J７５４ ♠２♣１）。
♦ Q９５４ ４♠/Ｗ　　ＯＬ：♥Ｊ→♥Ｑ→♥Ｋ→♥２　　♥Ａが出されハンドでラフし、♠Ａ♠Ｋを取ると運良く♠ＱＪが落ちてくるが♦１♣２のルーザー
♣ A９８ の処理ができず１ダウンになる。ビッドとしてはＮ－Ｓで４♠まで競るのが正解だが・・・ＶＵＬでは難しい。

Ｎｏ．17
♠ A Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♦のＯＰに１８ｈｃｐの強いハンドのＳはスラムを意識しつつ、１♥でレスポンスする。Ｎが２♦を
♥ ７３ 1♦　　P　　1♥　　 P リビッドするので、Ｓは３♣（Ｆｏｒｃｉｎｇ）をビッド、Ｎの３♦ビッドには、Ｓから４ＮＴでスラムトライする。
♦ AJ10９８６４ 2♦　　P　　3♣　　 P キーカード２枚のレスポンスに、♠打ち抜きの２ルーザーの危険性はあるが６♦をビッドしたい。
♣ K10６ 3♦　　P　 4NT　　P 尚、Ｎの２♦リビッドに、Ｓが直ぐ４♦（♦でのキーカードを尋ねるＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎ）をビッドして、キーカード

♠ K10９７３ ♠ J８５２ 5♥　　P　　6♦　ｅｎｄ ２枚のレスポンスに６♦をピッドすることも考えられる（左下）。
♥ Q10９６４ N ♥ ８５ ６♦/Ｎ　　ＯＬ： ♥８　ｏｒ　♠２　いずれのＯＬでも６メイクは固い（♦Ｋに負けるだけ）。
♦ ― W Ｘ E ♦ K７３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ６ＮＴはＯＬ♠で３～４ダウンの危険性がはらんでいる。
♣ ９５３ S ♣ J８４ 1♦　　P　　1♥　　 P ２５テーブルのペアー戦

♠ Q６４ 2♦　　P　　4♦　　 P ６ＮＴ/Ｎ　６Ｍ　４Ｔ，３Ｄ　1Ｔ：　　６ＮＴ/Ｓ　３Ｄ　１Ｔ：　　６♦/Ｎ　６Ｍ　７Ｔ：　５♦/Ｅ　６Ｍ　２Ｔ：
♥ AKJ２ 4NT　P　　6♦　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｎ　３Ｍ　２Ｔ：　３ＮＴ/Ｓ　３-４Ｍ　２Ｔ，1Ｄ　２Ｔ：　４♠/ＷＸ　４Ｄ　1Ｔ：　３♠/ＷＸ　３Ｄ　１Ｔ
♦ Q５ 等様々であった。　ちなみに、Ｍａｃｈ-Ｐは　６ＮＴ/６Ｍ　２３．５；　６♦/６Ｍ　１８．０；　５♦/６Ｍ　１４．５。
♣ AQ７２

Ｎｏ．１８
♠ Ａ８７５４３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅのネガティブダブルに対してＷは１ＮＴのビッドも考えられるが、♥が Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ Q５ 　 P　　　P　　1♦ １枚なので２♣をビッドする。Ｅの３♣レイズに対してＳが３♠をビッドする 　 P　　　P　　1♦
♦ K４ 1♠　 Ｘ　　　P　　2♣ かどうかは微妙！（Ｎ-Ｓ Ｖｕｌ危険？）　Ｓの３♠に対して、ＮｏｎＶｕｌのＥは 1♠　 Ｘ　　　P　　2♣
♣ Q10 2♠　3♣　　3♠　　ｅｎｄ Ｗのハンドは♦と♣に絵札が集中しているとして５♣（４♣）をビッドするかも 2♠　3♣　　 3♠　　P

♠ KQ10９ ♠ ― 　　（P） 知れない（右）。 P　　5♣　　ｅｎｄ
♥ J N ♥ Ａ10４３２ ３♠／Ｎ　　ＯＬ：♣Ａ　　♠３♥１♣２のルーザ－があり２ダウン （4♣）
♦ Q８５３ W │ E ♦ ９６２ ５♣／Ｗ　　ＯＬ：♠Ａも危険性ありと考えるなら♣10？　
♣ K７６２ S ♣ AJ８５３ どちらでも♣を集めたあと、ハンドから♠Ｋを出すラフイングフィネスで♠の２巡目に♠Ｊが落ちるので、

♠ J６ ダミ－の♦を３枚捨てることが出来て５メイクする。　尚、ＯＬが♦Ｋなら１ダウンだが発見は難しい。
♥ K９８７６
♦ AJ10７
♣ ９４
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Ｎｏ．1９
♠ K８７５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗは１♣でＯＰし、Ｅの１♦に対して１ＮＴをリビッドする。これに対するＥのリビッドは２♦では
♥ 10７６２ 　P　　1♣ 弱すぎるので３♦をビッドする。Ｅには短いス－ツがありそうなのでＷのビッドは４♦へのレイズ
♦ ９７ P　　1♦　　P　　1NT も考えられるが３ＮＴが普通。
♣ Q10 P　　3♦　　P　　3NT ３ＮＴ／Ｗ　　ＯＬ：♠５　　　ＳはＯＬを♠Ａで勝ち♠を返すがＯｒｉｇｉｎａｌ ４ｔｈ-ｂｅｓｔの♠４でなく、♠Ｊを

♠ Q10６ ♠ ３ ｅｎｄ 返さなければいけない！　Ｎの♠５が４ｔｈ-ｂｅｓｔ とするとＷは♠は３枚か４枚かは不明ながら♠５
♥ K９３ N ♥ AQ４ より大きなカ－ドを３枚持っているが、♠１０がないと、♠４を返した場合♠の４巡目にＳのハンドで
♦ J６４ W ─ E ♦ KQ10８３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ブロックしてしまい、Ｎの♠が５枚の時（Ｗが♠３枚）、♠の５枚目が取れなくなる可能性が高くなる。
♣ AK８４ S ♣ ７３２ 　P　　1♣ ここで、♠Ｊを返すと♠Ｑ→♠Ｋとなり、Ｎが♠２→♣７→♠９→♠１０　となるが♦ＡでＳに入った時、

♠ AJ９４ P　　1♦　　P　　1NT ♠４を出せばＮで♠を２個勝つので１ダウンになる。最初に♠４を返すとＳでブロックするため
♥ J８５ P　　3♦　　P　　 4♦ Ｄｅｆｅｎｃｅ側は♠で３個しか取れなくなり、３ＮＴをメイクされることになる。Ｗが♠Ｑ１０ＸＸの４枚
♦ A５ P　　5♦　　ｅｎｄ の時でも損にはならない。ＯＬに対するリターンはハンドに応じた細心の注意を！
♣ J９６５ ５♦/Ｅ　　ＳのＯＬの選択は難しいが、♥５ｏｒ♣５が無難かも知れない。♠１♦１♣１のルーザーが

出て１ダウン。

Ｎｏ．20
♠ 10８６３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗのハンドで最初パスするか１♥でオープンするかは微妙な判断。
♥ ５  P 1♥ パスした時、ＥのＯＰにはレスポンスで２♥にジャンプすること（♥が５（６）で
♦ AK９５３ P　　1♣　　P　　　2♥ P　　 3♥　　P　 　4♥ ＯＰするには少し弱いことを示す）。　
♣ 10４２ P　　3♥　 P　　　4♥ ｅｎｄ Ｗが１♥でＯＰした場合、Ｅのレスポンスは３♥のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ、或いは

♠ AQJ４ ♠ K ｅｎｄ （P　1NT 　P　　 2♥ １ＮＴ（Ｆｏｒｃｉｎｇ）となる。　後者の場合、Ｗのリビッドが２♣ｏｒ２♦の時は
♥ K10８６４３ N ♥ Q７２ P　　4♥　ｅｎｄ） Ｅはリビッドで３♥のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎをビッドする予定。
♦ ― W ┼ E ♦ Ｊ７４２ （1NT－Ｆｏｒｃｉｎｇ） ４♥/Ｗ　　ＯＬ：♦Ｋ　　プレ－方針は？　♥で２ル－ザ－になる時は、♣は
♣ ８７５ S ♣ KQ９６３ １ルーザ－にしなければならない。　ＯＬをハンドでラフ、ダミ－の♥Ｑに

♠ ９７５２ 向けて♥４を出す。Ｓは♥Ａで勝ち、♦を出すのでハンドでラフし、♠４を出してダミ－の♠Ｋに入り、♥２を引きＳが♥９の時にはハンド
♥ AJ９ から♥１０を出して♥Ｊのフィネスするのが安全プレ－。若し、これがＮの♥Ｊに取られても、この後、ハンドの♠でダミ－の♣３枚ディス
♦ Q１０８６ カ－ドし、♣Ａに負ければ、♣３枚目はダミ－でラフして４メイク出来る。♥の２巡目に、♥Ｋで勝つと♥Ｊが残り、♣Ａに負けた時、♥Ｊで
♣ AJ ダミ－の♥を刈られるので♣の３枚目がル－ザ－になり１ダウンになる（Ｎが♣１０を残した時）。

Ｎｏ．21
♠ AOJ９８４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの1♠に対してＳは1ＮＴ（Ｆｏｒｃｉｎｇ）でレスポンスするのは良いが、あらかじめ、Ｎのリビッドが２♣の
♥ K10５ 1♠　　P　　1NT　　P 時に何をリビッドかるかを考えておく必要がある（２♦はＮｏｎ-Ｆｏｒｃｉｎｇ；３♦のビッドが必要）。そこで
♦ KJ 3♠　　P　　4♠　　ｅｎｄ で最初に２♦レスポンスする考えもある（左下）。この場合、Ｎのリビッドが３♠なら４♠/Ｎになるが、２♠
♣ Q８ の時は、Ｓが３♣をビッドして３ＮＴ/Ｎになることもある。

♠ 10４ ♠ ７６５３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♠/Ｎ　　ＯＬ：♦３→♦２→♦Ｑ→♦Ｋ　　♠Ｋを勝ち、♦を出してハンドの♦Ｊ戻ろうとするとＥでラフ、♣２
♥ QJ９７ N ♥ A８４３ 1♠　　P　　 2♦　　 P が出された。♣Ａで勝ち♦ラフでハンドに戻り、♠を集めて、♠Ｋを追い出すが、♥で２ルーザーとなり、
♦ Q10８４ W │ E ♦ ３ 3♠　　P　　 4♠　　 P １ダウンは避けられない。ＯＬから♦はＥｏｒＷが１枚の可能性が高い（４－１）ので、♠Ｋをオーバー
♣ K４３ S ♣ ９７５２ ｅｎｄ ティクする方法で集め（♠３－３か♠１０が２枚の方にあるとして；確率５０％）ると４メイクする（♥は相手

♠ K からの攻撃では２ルーザーに納まる）。ＯＬが♦以外の場合は４～５メイクは固い。
♥ ６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬが何でも４メイクは固い。但し、ハンドへのエントリーが♦Ｋのみであるので注意が必要。
♦ A９７６５２ 1♠　　P　　 2♦　　 P
♣ AJ10６ 2♠　　P　　 3♣　　 P

3NT　ｅｎｄ 以上
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